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第5回　関西元気な地域づくり発表会 

〈地域コミュニティ〉 

1．活動方針・目的 

　　　昔ながらの砂れきの河原を復元し、地域住民が川に接する機会を増やし、川を見ながら、自然か

　　ら受ける癒しや学びの心を感じ、または、釣りや自然観察や集いの場所として川を活用した地域づ

　　くりを目指すことを目的としています。 

 

2．活動内容 

　　　始めの取り組みは、日野川の現状を地域に発信する機会を設けました。 

　　　水辺での動植物分布の調査、川の周辺にある歴史的遺産や観光施設の研究、水遊びや川に学ぶ体

　　験活動の実践、川の安全講座、日野川漁協のアユ育成施設の見学、Ｅボート体験・用水の見学など。 

　　これらの活動をスタッフや行政、河川管理者、漁協・用水の管理者など関係者が実体験して、ホーム

　　ページや新聞報道等も活動しながら周知しました。 

　　　次に地域住民全員を対象にした活動を行いました。これが、今回の砂れき河原をとりもどす活動

　　の第一回目です。川に関わる専門家が知識と経験を活かして、これまでふるさとの川に接すること

　　の少ない地域住民が“日野川に行ってみたい、日野川でやってみたい”と感じられるようなメニューを

　　いっぱい詰め込みました。 

　　　平成21年7月26日は、「そうだ！川に行こう日野川自然博物館」と題して、3百人以上の方々が

　　参加した川のイベントを実施しました。子どもたちは、魚のつかみ取りから魚のさばきも焼きも経験

　　し、自然観察では、水生生物観察やＥボート体験、企業からは、ソーラーパネル展示や魚道システムの

　　展示、行政からは魚道観察など、イベントの準備・宣伝・実践まで行政・住民・企業が一体となって

　　イベントを盛り上げました。 

　　　そして、このきっかけを活かして、今年も活動をスタートさせています。 

 

3．他の活動団体の参考となる事例 

 

　　　砂れき河原は、川の穏やかな流れと増水による河原の変化でできた石がごろごろ堆積した川の光

　　景ですが、それが普通であった昔には、地域の方々には、あまり気にも留めなかった存在であった

　　と考えます。しかしながら、上下水道の発達やダムので河川内に草木が生い茂る傾向が各地で 

　　見られます。 

　　　よく“砂れき”って何ですかと聞かれますが、昔はふつうであった川の環境を復元し、地域住民が集い・

　　活かしていくことができる可能性の多い場所であると考えています。 

　　　地域の声をたくさん集めることが、川を活かした地域づくりに欠かせません。 

 

4．今後の課題 

　　　企業・行政・住民が自主的に活動に参加し、必要最小限の資金とスタッフを集めること。 

 

日野川に砂れき河原をとりもどす活動 

日野川に砂れき河原をとりもどす活動 

日野川に砂れき河原をとりもどす会　　事務局　○上木 善憲 

　　　　　　　　　環境文化研究所　　研究員　　田中 謙次 
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